
平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
提
出

質

問

第

一

〇

五

号

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
に
お
け
る
成
果
と
報
酬
の
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意

書

提

出

者

山

井

和

則
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高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
に
お
け
る
成
果
と
報
酬
の
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意

書

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
」
は
、
労
働
政
策
審
議
会
建
議
「
今
後
の
労
働
時
間
法
制
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
」
（
二
〇
一
五
年
二
月
十
三
日
）
の
中
で
、
「
設
け
る
こ
と
が
適
当
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、

二
月
十
七
日
に
は
、
右
建
議
に
関
連
し
て
、
労
働
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
労
働
政
策
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
し
ま
す
。

一

ち
ょ
う
ど
平
均
年
収
の
三
倍
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
の
年
収
の
労
働
者
が
、
あ
る
年
度
か
ら
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
当
該
年
度
に
つ
い
て
は
、
も
し
期
待
さ
れ
た
成
果
が
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
ち
ょ
う
ど

平
均
年
収
の
三
倍
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
の
年
収
と
な
る
給
与
は
支
払
わ
れ
ま
す
か
。

二

一
に
つ
い
て
、
も
し
期
待
さ
れ
た
成
果
が
出
な
く
て
も
、
年
収
が
下
が
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
成
果
に
よ
る
報
酬
と
は
言

え
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

三

一
に
つ
い
て
、
も
し
年
収
が
平
均
年
収
の
三
倍
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
を
下
回
る
の
で
あ
れ
ば
、
年
収
要
件
に
反
す
る

一



こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

四

現
在
、
労
働
政
策
審
議
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
労
働
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
で
は
、
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
の
対
象
が
、
平
均
給
与
額
の
三
倍
を
相
当
程
度
上
回
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
平
均
給
与
額
お
よ
び
平
均
給
与
額
の
三
倍
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
平
均
給
与
額

を
相
当
程
度
上
回
る
額
は
い
く
ら
以
上
で
す
か
。

五

四
に
つ
い
て
、
平
均
給
与
額
の
三
倍
よ
り
相
当
程
度
上
回
る
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
、
平
均
給
与
額
の
三
倍
よ
り
十
万
円

上
回
る
の
は
、
相
当
程
度
上
回
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
平
均
給
与
額
の
三
倍
よ
り
い
く
ら
年
収
が
高
け
れ
ば
、
相

当
程
度
上
回
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
か
。

六

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
の
制
度
化
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る
年
収
が
、
当
初
、
「
千
七

十
五
万
円
以
上
」
と
省
令
で
定
め
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
「
一
千
万
円
以
上
」
に
引
き
下
げ
る
に
は
、
法
改
正
が
必
要
で
す

か
。
そ
れ
と
も
、
省
令
の
改
正
だ
け
で
可
能
で
す
か
。
ま
た
、
対
象
を
「
年
収
九
百
九
十
万
円
以
上
」
に
引
き
下
げ
る
に

は
、
法
改
正
が
必
要
で
す
か
、
そ
れ
と
も
、
省
令
の
改
正
だ
け
で
可
能
で
す
か
。

七

裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
、
一
部
の
営
業
職
も
対
象
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
営
業
職
の
労
働
者
は
全
体
で
何
万
人

二



で
、
そ
の
う
ち
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
営
業
職
の
労
働
者
は
、
営
業
職
全
体
の
約
何
割
で
、
何

万
人
と
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

八

七
に
つ
い
て
、
も
し
答
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
裁
量
労
働
制
の
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
、
法
案
の
段
階
で

は
、
何
万
人
の
営
業
職
が
、
裁
量
労
働
制
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

九

七
に
つ
い
て
、
も
し
答
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
法
案
段
階
で
は
、
全
て
の
営
業
職
が
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
る
可

能
性
を
否
定
で
き
な
い
と
解
し
て
も
よ
い
で
す
か
。

十

政
府
で
は
、
固
定
残
業
代
制
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。
そ
の
固
定
残
業
代
制
に
お
い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
労
働
者
に
固
定
残
業
代
に
対
応
す
る
残
業
時
間
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

十
一

固
定
残
業
代
制
に
つ
い
て
、
雇
用
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
労
働
者
に
固
定
残
業
代
に
対
応
す
る
残
業
時
間
を
明
示
し
な
い

場
合
に
つ
い
て
、
罰
則
の
適
用
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
明
示
さ
れ
た
残
業
時
間
を
上
回
る
残
業
を
命
じ
た
場
合
に
、

そ
れ
に
対
応
す
る
残
業
代
を
払
わ
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

右
質
問
す
る
。

三


